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1.新聞記事
2023年1月11日 讀賣新聞

「害獣」目撃 県内で急増 ニホンジカ、イ
ノシシ 農作物に被害＝青森
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1.新聞記事
①青森県内で本来生息していないはずのイノシシと
二ホンジカが急増

②生息域が北へ拡大

③農作物に甚大な被害

⇒農作物被害を抑えるための獣害対策の現状と

改善案について考察していく
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2.現状分析

6



2.現状分析
野生鳥獣による全国の農作物被害【令和3年度】

・被害額：約155億円
・被害面積：約3万3千ha
・被害量：約46万2千t（前年比＋2千t）

参考:農林水産省HP
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https://www.maff.go.jp/j/seisan/tyozyu/higai/hogai_zyoukyou/


2.現状分析
主要な鳥獣種類別の被害金額【令和3年度】

・イノシシ：39億円

・シカ：61億円

⇒イノシシ、シカは被害額の約6割を占める

参考:農林水産省HP
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https://www.maff.go.jp/j/seisan/tyozyu/higai/hogai_zyoukyou/


2.現状分析
イノシシ・シカの生息域拡大

害獣対策は一帯で行わないと効果が十分に発揮できない

⇒関係のない地域はない、予防が必要

9



2.現状分析
目標:

「コストを下げて普及、害獣被害を減らす」
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3.現行政策
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3.現行政策
» 個体数の調整（狩猟）

⋄ 銃
⋄ 罠
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● 生息区域の設定
○ 柵

■ 電気柵
■ 金属柵

■ ワイヤーメ
ッシュ柵

○ 罠



3.現行政策 金属・ワイヤーメッシュ柵
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イノシシ・シカ侵入防止柵 イノシシ侵入防止柵

いのししくんイノシッシ

https://www.choujuhigai.com/fs/chiikan/fence/to0001
https://www.choujuhigai.com/fs/chiikan/fence/om0003


3.現行政策 金属・ワイヤーメッシュ柵
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3.現行政策 金属・ワイヤーメッシュ柵

特徴（メリット）

● 柔軟性がある
○ 傾斜にも設置可能（平地に限る）
○ カーブにも対応

● メッキ加工をしているのでサビに強い
● キロ単位の長距離柵として利用可能

ex)集落全体、集落と森林の境界、大きな農園、ゴルフ場など
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3.現行政策 金属・ワイヤーメッシュ柵
» 平らなところにしか設置できない
» 設置するのにリソースを割かなくてはいけない

⋄ 人
⋄ 時間
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https://www.choujuhigai.com/fs/chiikan/fence/to0001


3.現行政策 電気柵

電気柵の原理

画像リンク
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https://www.choujuhigai.com/fs/chiikan/c/electric-fence-lp02


3.現行政策 電気柵は心理柵

・軽い電気ショックを与えて驚かすだけ
→痛みと恐怖を学習・記憶
→電気柵には近づかくなる

・人が触れても人体に影響は基本的にない
※ペースメーカーをつけている人は×
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3.現行政策 電気柵

» 費用について（8年間）
⋄ 前提

⋄ 180m×180mの農地とする
⋄ 使用する商品は「ビリビリイノシッシ」

⋄ 柵の耐用年数は8年
⋄ 100m単位で販売
⋄ バッテリーについて

⋄ 3年に1回交換
⋄ 電池を1.5ヶ月で6本消費
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https://www.choujuhigai.com/fs/chiikan/om0004


3.現行政策 電気柵

1.畑の周囲は720m→800m分の購入

2.バッテリーを2回新規で購入する

3.電池を年間48本購入する
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3.現行政策 電気柵

1.イノシッシ800m分の購入 360万円
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3.現行政策 電気柵

2.バッテリーを新規で2回購入する
（BORDER SHOCK（ボーダーショック）電気さく用電源装置SA30DC）

50600×2=101,200円

3.電池の購入

単一電池6本で800円

800×8(回/年)×8年=51,200
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https://www.choujuhigai.com/fs/chiikan/unit-2/tg0001


3.現行政策 電気柵

8年間で必要な費用

360万+101200+51200=約375万円
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4.政策提言
「電気柵を中心とした既存の対策に代わり
バイオマス廃液を用いた害獣対策を導入」
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4.政策提言
・千葉県大網白里市「オフィストライ」
が考案

・バイオマス発電プラントで生木チップ
から可燃性ガスを発生させるときに出
る廃液。焦げたような臭いがする

⇒野生動物が本能的に嫌がる山火事を
連想させ撃退
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朝日新聞デジタル:2022年12月14日

https://gaiju-g.com/
https://www.asahi.com/articles/ASQDF7FY9QD9OIPE00C.html


4.政策提言
実証実験:2019年から開始 これまで全国約120箇所

①神奈川県厚木市の農家

農産物の約30%が被害⇒被害0に

②JR東日本千葉支社

試験路線にて2020年には年間300以上動物との接触事故
⇒2021年には1/4に
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https://news.livedoor.com/article/detail/23020406/


4.政策提言
●メリット

・安全

・環境負荷無し

・コスト↓

・複数種の野生動物に対
応できる
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●課題

・実験段階(実際に効果は出
ている)

・現在は線路や公園で導入

農地での事例は少ない



4.政策提言
コスト計算:以下の条件で仮定

・耕地は180m×180m

・イノシシとシカの獣害対策を必要としている

・電気柵の事例(P23)と比較するため8年単位で計算

参考:農林水産省
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https://www.maff.go.jp/j/tokei/sihyo/data/10.html


4.政策提言
バイオマス廃液

・耕地の4辺に10m間隔で設置(合計72箇所)

・設置容器には30~50mlを充填

・効果は約3ヶ月

3300円÷(500ml/50ml)×72箇所×(96ヶ月/3ヶ月)

=760320≒約76万円

⇒電気柵の375万円と比較してもかなり安価
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ガーデストPro
1本(500ml)3300円

https://gaiju-g.com/prodact
https://gaiju-g.com/prodact


4.政策提言
・現状ある設備をバイオマス廃液に置換する

⇒現在、害獣対策は農水省が主体となり鳥獣被害対策コーナー
を設置している
ここでバイオマス廃液をプロモーションし周知を広げる
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https://www.maff.go.jp/j/seisan/tyozyu/higai/


5.今後の課題

・普及するほど生産が追い付いていない

現状はオフィストライのみ

⇒今後多くの企業が参入していくのが理想
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